












令和 7 年度創政クラブ行政視察報告書 

期日 令和 8 年 1 月 14(水)～1 月 16 日(金) 

14 日(水) 熊本県山鹿市 農業支援プロジェクトについて 

15 日(木) 宮崎県小林市 「ハッシンコバヤシ‼」プロジェクトについて 

参加者 久保 貴洋 澤田 裕之 栗﨑 卓二 茂木 明男 横塚 剛 田邉 直美 

    堀川 悦郎 

作成者 横塚 剛 

 

 山鹿市 農業支援プロジェクトについて 

質問事項 

佐野市のおいては、農業を取り巻く現状は厳しさを増して来ています。高齢

化と担い手不足は深刻な状況です。農業従事者の数は年々減少しており、同時

に平均年齢も上昇しています。新規就農者数も減少傾向にあり、担い手の確保

が非常に困難な状況です。また、このよう影響で耕作放棄地が増加して、近年

では獣害の被害拡大の一因となっています。 

 山鹿市においては、山鹿市担い手育成総合支援協議会などにおいて、新規就

農に向けた支援(相談・準備・就農開始)や新規就農後の支援などにより、新規

就農をサポートしています。山鹿市の取組みを研修させて頂き、本市の農業行

政の参考にさせていただきます。 

1.山鹿市の農業の現状について教えてください。 

2.農業支援プロジェクトを立ち上げた要因を教えてください。 

3.就農相談は、令和 4 年度から令和６年度の 3 年間で毎年どれくらいの相談件

数がありましたか教えてください。また、そのうち実際に就農した人数はど

れくらいだったか教えてください。 

4.就農相談で重要な役割を担っている山鹿市担い手育成総合支援協議会につい

て教えてください。 

5.農業経験がない方が、インターンシップで農業の現場体験が出来るとありま

す。具体的にどのような農業体験ができるのか教えてください。 

6.山鹿市では、「やまが和栗」やスイカ等、収益性の高いブランド品目をお持ち

ですが、就農相談の段階で、市として推奨する品目への誘導はどのように行

っていますか教えてください。また、未経験者が難易度の高い品目や、初期



投資のかかる品目を希望した場合の「マッチングの調整」はどのように行っ

ていますか教えてください。 

7.就農への意思を確認した場合の選択肢として、農業法人等へ就職とありま

す。現在、何社に依頼して、主にどのような農業を営んでいる法人ですか教

えてください。 

8.就農者の育成には、受入農家の協力が不可欠ですが、指導する側の農家にと

っては時間的・精神的な負担も大きいものと思われます。受入農家を継続的

に確保するために、市や協議会として受入農家側にどのようなメリット(指導

料や助成)やフォローを提供されていますか教えてください。 

9.新規就農者育成総合対策(就農準備資金・経営開始資金)について教えてくだ

さい。 

10.移住就農者にとって「住居」と「条件の良い農地」の確保が最大のハードル

になりがちです。山鹿市では協議会が中心となってマッチングされていると

のことですが、市場に出てこない「空き家・空き農地」をどのように掘り起

こし、所有者を説得して貸し出しに繋げているのでしょうか。コーディネー

ター等がいるのか教えてください。 

11.就農に向けての準備で農地・施設・機械・住居・資金等とあります。どのよ

うな内容なのか教えてください。 

12・仮独立期間の経済面・資金面の支援の中で、青年等就農資金等とありま

す。この内容について教えてください。 

 

報告書 

山鹿市農林部農業振興課 担い手支援係長 山口 儀一郎様 

     同      担い手支援係  白石 直之 様 

熊本県県北広域本部 鹿本地域振興局 農林部 農業普及・振興課 

    担い手・調整班 主任技師    藤井 祥一朗様     

 

山鹿市の概要 

山鹿市は、熊本県北部の内陸に位置しています。山鹿市は、平成 17 年 1 月に

1 市 4 町の合併により誕生した自治体です。熊本市から北側へ約 30 ㎞で、北部

から北東部にかけて福岡県、東部で福岡県と接しています。中央部よりやや南

寄りにある中心市街地から南部にかけては盆地となっています。市の北部に



は、標高千メートルを超える山々が連なり南部の豊かな田園地帯を育んでいま

す。本市の面積は 299.69 ㎢あり、人口は令和７年 12 月 31 日現在で 47,378 人

です。主要産業は、農林水産業です。農業では、米、栗、スイカなどが有名

で、畜産業は、和牛、豚、鶏などか盛んです。観光では、山鹿灯籠まつりや山

鹿灯籠民芸館、八千代座が知られています。 

 

別紙 

 山鹿市農業支援プロジェクトについての質問事項の回答といたします。 

 

考察 

 熊本県山鹿市の「農業支援プロジェクト」は、少子高齢化や担い手不足とい

った地域課題に対し、新規就農者の確保と収益力の強化を両軸に進める戦略的

な取り組みです。  

山鹿市は、中山間地から平坦地まで多様な農地条件を持ち、西日本一の生産量

を誇る「栗」などの特産品に恵まれています。しかし、以下の課題が顕在化し

ています：  

• 担い手不足と高齢化: 労働力不足による耕作放棄地の増加。 

• 所得の向上: 高収益作物の導入による農業経営の安定化が急務。  

主な支援策と取り組み 

市・JA・県が合同チームを組み、多角的な支援を展開しています。  

• 新規就農支援: 



o 他自治体からも視察を受けるほど、組織的な支援体制が評価され

ています。 

o 就農前後の経済的支援に加え、相談窓口のワンストップ化や農地

情報の提供が推進されています。 

山鹿市の農業支援は、地域特有の産品（栗、茶、メロンなど）を軸にした「稼

げる農業」への転換と、外部人材を惹きつける「手厚い伴走支援」が噛み合っ

たモデルケースといえます。 

佐野市においても山鹿市のように JA との連携を図り市街からの就農につなが

る人材の確保をすれば、農業の発展と人口増加につながるのではないでしょう

か。 

小林市 「ハッシンコバヤシ‼」プロジェクトについて 

質問事項 

佐野市においては、令和７年２月に佐野市ＰＲ動画「さのまる、失踪⁉」動

画を第 1 話から第 5 話まで作成し佐野市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル「ＳＡ

ＮＯ-ＰＲ-ＴＶ」で公開したところ、大変大きな反響を呼ぶことが出来まし

た。 

 小林市においては、市民や出身者をはじめとした多様な主体の力を合わせて

市の魅力発信を展開し、郷土愛の醸成や関係人口の拡大につなげる「ハッシン

コバヤシ‼」プロジェクトをスタートさせました。小林市の取組みを研修させ

て頂き、本市の情報発信の参考にさせていただきます。 

1. 「ハッシンコバヤシ!!」プロジェクトを立ち上げた要因を教えてください。 

2. 「ハッシンコバヤシ!!」プロジェクト全体として、立ち上げ時にどの指標

(SNS フォロー数、ファンクラブ会員数、ふるさと納税額、移住相談件数な



ど)を主要ＫＰＩとして設定されましたか教えてください。 

3.吉野北人さんとのコラボ企画では、吉野さんが小林市の魅力を伝えるプロモ

ーション動画を 15 本公開しました。どのようなコンセプトで作成しました

か、また、動画を観た視聴者はどのような意見がありましたか教えてくださ

い。 

4.吉野さん主演の PR ムービー15 本の作成費用はどれくらいかかりましたか教

えてください。 

5.「ハッシンコバヤシ!!イワクラ、小林を食べつくす」では、小林市出身の蛙

亭・イワクラさんが主演を務め、郷土料理などを紹介しています。イワクラ

さんが出演したきっかけと、動画を観た視聴者からはどのような意見があり

ましたか教えてください。 

6.イワクラさんが出演を務めた「ハッシンコバヤシ!!イワクラ、小林を食べつく

す」は、作成費用はどれくらいかかりましたか教えてください。 

7. 吉野北人さんコラボやイワクラさんコラボなど、比較的コストがかかる施策

について、事前にどのような費用対効果(想定閲覧数、イベント来場者数、グ

ッズ売上、ふるさと納税増など)を試算し、投資判断されたのか教えてくださ

い。また、実績値を踏まえて、今後どの指標を最も重視していく方針なのか

教えてください。 

8.「ハッシンコバヤシ!!」は色々と魅力的な動画が沢山あります。これらを考え

る方はどなたなのか教えてください。 

9.「ハッシンコバヤシ!!」プロジェクトについて、市民の皆様からの反応や意見

がありましたら教えてください。 

10.「ハッシンコバヤシ!!」の動画を制作するにあたって、難しかったことを教

えてください。 

11.「ハッシンバヤシ!!」プロジェクトについて、今後どのよう企画を考えてい

るのか教えてください。 

 

報告書 

小林市総合政策部 地方創生課 課長 小久保 圭子様 

    同         プロモーショングループ 主幹 鶴田 健介様 

 

小林市の概要 



 小林市は、宮崎県の宮崎市の西北西約 60 ㎞の場所に位置し、北東部で熊本

県と、南西部で鹿児島県と接しています。小林市は西諸地域における最大都市

であり、西諸圏域の産業・経済等において中心的な役割を担っています。本市

の面積は 563.09 ㎢であり、気候の特徴は、夏暑く、冬は冷え込む内陸型の温

暖多雨地域です。豊かな自然環境は重要な自然遺産として評価され、「霧島ジオ

パーク」に認定されています。本市の人口は、令和７年 12 月 1 日現在で

41,206 人です。小林市の主な産業は、農業です。特に、畜産業(肉用牛、養鶏、

豚、生乳)が有名です。宮崎牛は、「畜産のまち小林」を代表するブランドで

す。 

 

別紙 

小林市「ハッシンコバヤシ‼」プロジェクトについての質問事項の回答といた

します。 

 

考察 

宮崎県小林市のプロジェクト「ハッシンコバヤシ!!」は、単なる観光 PR にと

どまらず、市民・出身者・ファンを巻き込んだ多角的な地方創生施策として考

察できます。 

このプロジェクトの核心は、以下の 3 つの「ハッシン」をキーワードに、市の

「関係人口（特定の地域に継続的に多様な形で関わる人々）」を拡大させる戦

略にあります。  

プロジェクト名には、3 つの異なる意味が込められていま 

• 発信: 市の魅力を外に向けて広く伝えること。 

• 発進: 新しい形やアイデアで次の一歩を踏み出すこと。 



• 発振: 共感や驚きといった心の「振動」を巻き起こすこと。  

単に情報を流す（発信）だけでなく、これまでにない手法（発進）で、受け手

の心を動かす（発振）という重層的な狙いが見て取れます。 

「ハッシンコバヤシ!!」は、ターゲットや手法を分けた複数のフェーズで展開

されています。 

小林市出身の THE RAMPAGE・吉野北人氏をメインキャラクターに据えた

「Season」制のムービーを制作。特に若年層やファン層をターゲットに、ロケ

地巡礼（聖地巡礼）を促すワードラリーや限定ポスターの掲示、さらにはふる

さと納税の返礼品との連動により、実利的な経済効果も狙っています。 

• 「インナー篇」と地元おじさんの起用 

プロジェクトの第 1 弾では、あえて地元のおじさん 3 人組を登場させる

「手作り感」満載の動画を公開しました。これは、外への発信だけでな

く、市民自身が地元の魅力に気づき、郷土愛を醸成する（インナーブラ

ンディング）ための戦略的なアプローチといえます。 

• 多様な才能とのコラボレーション 

お笑いコンビ・蛙亭のイワクラ氏を起用したグルメ紹介など、小林市に

https://www.city.kobayashi.lg.jp/soshikikarasagasu/sogoseisakubuchihososeika/event/hasshinkobayashi/7418.html
https://www.city.kobayashi.lg.jp/soshikikarasagasu/sogoseisakubuchihososeika/event/hasshinkobayashi/7418.html


ゆかりのある著名人を幅広く活用し、多角的な切り口で市の魅力を伝え

ています。  

このプロジェクトの特筆すべき点は、「ファン（推し）」の熱量を「地域への

関心」へと見事に転換させている点です。吉野北人氏をきっかけに市を訪れる

ファンに対し、ロケ地マップの提供やワードラリーなどの「体験型コンテン

ツ」を用意することで、一過性の観光ではなく、小林市という場所自体に愛着

を持ってもらう仕組みを構築しています 

佐野市においても、さのまるだけではなく、佐野市出身の芸能人やスポーツ選

手のプロモーションを違った角度から行い、佐野市の魅力を発信してみてはど

うかと思います。 

 

 

 

 


